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イ
ラ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
直
接
ぶ
つ

か
っ
た
中
東
情
勢
の
緊
迫
。
一
時
的
だ
っ

た
が
、
双
方
の
領
土
攻
撃
へ
の
発
展
は

第
４
次
中
東
戦
争
以
来
の
危
機
と
の
指
摘

も
。
原
油
価
格
の
高
値
定
着
が
世
界
的
な

イ
ン
フ
レ
を
助
長
し
、
不
景
気
の
物
価
高

と
な
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
引
き
金

と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

攻
撃
の
応
酬

　
　

第
５
次
中
東
戦
争
か

　

イ
ラ
ン
は
２
０
２
４
年
４
月
14
日
、
イ

ス
ラ
エ
ル
国
内
に
３
０
０
以
上
の
ミ
サ
イ

ル
と
無
人
機
を
発
射
。
南
部
で
重
傷
者
１

人
を
出
し
た
が
、
99
％
が
撃
墜
さ
れ
た
。

シ
リ
ア
の
イ
ラ
ン
大
使
館
が
１
日
に
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
へ
の
報

復
だ
っ
た
。
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
は
19
日

に
核
施
設
も
あ
る
イ
ラ
ン
中
部
の
イ
ス

フ
ァ
ハ
ン
を
無
人
機
攻
撃
、
緊
張
が
走
っ

た
。

　

両
国
が
双
方
の
領
土
攻
撃
に
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
た
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
エ

ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
な
ど
の
ア
ラ
ブ
諸
国

を
攻
撃
し
た
１
９
７
３
年
10
月
６
日
か
ら

10
月
23
日
ま
で
の
第
４
次
中
東
戦
争
を

思
い
出
さ
せ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
南
部
の
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治
区
、
ガ
ザ
を
実
効
支
配
す

る
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
組
織
、
ハ
マ
ス
が

２
０
２
３
年
10
月
７
日
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の

テ
ル
ア
ビ
ブ
や
エ
ル
サ
レ
ム
郊
外
へ
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
で
始
ま
っ
た
紛
争
は
、
ア
ラ
ブ

全
体
に
拡
大
す
る
危
険
領
域
に
入
っ
た
よ

う
だ
。

　

第
４
次
中
東
戦
争
は
交
戦
中
に
中
東
産

油
国
が
原
油
価
格
を
70
％
も
引
き
上
げ
て

第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
、
世
界

的
な
経
済
混
乱
を
巻
き
起
こ
し
た
。
日
本

で
は
イ
ン
フ
レ
の
加
速
で
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
騒
動
な
ど
が
起
き
高
度
経
済
成

長
が
終
焉
。
今
回
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

２
０
２
４
年
４
月
19
日
の
攻
撃
で
は
、
原

油
は
１
バ
レ
ル
85
ド
ル
を
突
破
し
た
後
、

イ
ラ
ン
の
応
戦
が
無
か
っ
た
こ
と
で
翌
週

に
81
ド
ル
前
後
ま
で
下
が
っ
た
が
、
原
油

を
70
ド
ル
以
上
の
高
価
格
帯
に
は
り
つ
か

せ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
世

界
同
時
不
況
を
阻
止
す
る
た
め
断
行
し
た

大
幅
な
金
融
緩
和
が
も
た
ら
し
た
物
価
高

が
収
ま
ら
な
い
。
利
上
げ
で
抑
制
し
、
不

況
に
備
え
た
利
下
げ
転
換
が
議
論
さ
れ
て

い
た
が
、
ハ
マ
ス
に
よ
る
攻
撃
を
契
機
に

原
油
高
を
背
景
に
し
た
イ
ン
フ
レ
が
再
び

亢
進
。
中
央
銀
行
に
当
た
る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
（
連

邦
準
備
制
度
理
事
会
）
の
一
部
理
事
が
再

利
上
げ
に
触
れ
る
に
及
び
、
金
融
市
場
を

不
安
定
化
さ
せ
て
い
る
。

　

２
０
２
４
年
４
月
19
日
に
日
経
平
均
株

価
が
今
年
最
大
の
下
げ
幅
と
な
る
、
前
日

比
１
０
１
１
円
安
の
３
万
７
０
６
８
円
と

大
幅
に
反
落
し
た
の
は
、
金
利
の
先
高
感

を
織
り
込
む
金
利
市
場
に
敏
感
な
米
国
の

ハ
イ
テ
ク
株
の
暴
落
が
響
い
た
と
言
わ
れ

る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
直
接
攻
撃

の
応
酬
に
発
展
し
た
こ
と
が
、
油
価
の
レ

ベ
ル
を
引
き
上
げ
、
市
場
は
イ
ン
フ
レ
再

燃
を
察
知
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
利
下
げ
断
念
か
ら

利
上
げ
へ
の
転
換
観
測
が
現
実
味
を
帯

び
、
米
株
急
落
が
日
本
株
に
も
伝
搬
し
た

と
み
ら
れ
る
。

　

米
国
で
は
、
大
統
領
選
が
11
月
に
控

え
、
再
選
を
狙
う
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
大

統
領
は
イ
ン
フ
レ
を
放
置
し
た
ま
ま
で
は

激
突
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン

～
原
油
高
値
安
定
が
景
気
を
攪
乱
か
～

Ⅱ

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

八
雲
豊
彦

インフレを放置したままでは不利
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不
利
。
し
か
し
、
イ
ン
フ
レ
を
抑
え
る
利

上
げ
は
株
価
の
急
落
を
招
き
、
年
金
を
含

め
リ
ス
ク
資
産
の
比
重
が
高
い
有
権
者
の

離
反
を
招
く
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
大
統
領
選
ま
で

イ
ン
フ
レ
と
株
価
を
調
節
し
て
選
挙
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
た
い
が
、
原
油

の
高
値
定
着
懸
念
と
い
う
新
た
な
リ
ス
ク

要
因
に
、
政
治
的
に
も
先
行
き
を
見
通
せ

な
い
。

　

不
安
は
米
大
統
領
選
後

　

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
も

　

世
界
景
気
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
脱
却
し

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
は
分
か
ら
な

い
。
イ
ラ
ン
の
参
戦
が
本
格
化
し
な
く
て

も
イ
ラ
ン
が
支
援
す
る
イ
エ
メ
ン
の
フ
ー

シ
派
に
よ
る
航
行
船
舶
の
襲
撃
で
、
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
が
封
鎖
さ
れ
る
と
タ
ン
カ
ー
が

通
行
不
能
と
な
る
。
こ
の
リ
ス
ク
も
残
る

限
り
原
油
価
格
の
レ
ベ
ル
は
下
が
ら
な
い

だ
ろ
う
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
は
大
規
模
金
融

緩
和
で
窮
地
を
脱
し
た
が
、
ス
タ
グ
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
解
決
は
時
間
が
か
か
り
不

景
気
を
さ
ら
に
深
刻
化
さ
せ
る
利
上
げ
を

伴
う
こ
と
も
あ
る
。
現
在
の
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金

融
政
策
は
２
０
２
４
年
の
年
初
ま
で
利
下

げ
期
待
で
株
価
が
上
昇
し
た
が
、
好
景
気

を
演
出
し
た
い
大
統
領
選
前
の
バ
イ
デ
ン

大
統
領
へ
の
忖
度
と
い
う
見
方
も
消
え
な

い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
直
接
攻
撃

を
限
定
化
さ
せ
た
バ
イ
デ
ン
政
権
だ
が
、

物
価
高
と
株
価
下
落
を
一
時
的
に
抑
え
て

も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
攻
撃
の
応

酬
に
端
を
発
し
た
中
東
情
勢
の
不
安
定
化

は
大
統
領
選
後
も
禍
根
を
残
す
。

　

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
リ
ス
ク
に

は
、
政
治
や
金
融
当
局
の
度
量
が
試
さ
れ

る
。
し
か
し
、
選
挙
対
策
に
追
わ
れ
る
バ

イ
デ
ン
政
権
と
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
近
視
眼
的
な
姿

勢
に
世
界
経
済
へ
の
不
安
は
消
え
な
い
。

２
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
。
米
国

で
は
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
深
刻
化

し
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
だ
っ
た
ポ
ー
ル
・
ボ
ル

カ
ー
氏
に
よ
る
金
融
引
き
締
め
の
強
化
で

１
９
８
０
年
代
の
イ
ン
フ
レ
を
劇
的
に
抑

え
た
。
当
時
の
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
大

統
領
に
よ
る
減
税
と
規
制
緩
和
を
柱
と
し

た
経
済
政
策
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
で
後
の

成
長
を
支
え
た
が
、
一
時
は
10
％
に
迫
る

失
業
率
を
生
み
出
し
た
。

　

今
回
、
イ
ラ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
直
接

対
峙
に
及
ん
だ
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
ハ

マ
ス
に
よ
る
攻
撃
以
来
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に

自
制
を
求
め
て
い
た
。
原
油
高
に
よ
る
イ

ン
フ
レ
対
策
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
被
害
へ

の
民
主
党
支
持
者
の
反
感
に
配
慮
す
る
た

め
だ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
ハ
マ
ス
に
よ
る
攻
撃
を

許
し
た
こ
と
で
低
下
し
た
支
持
率
や
閣
内

の
不
協
和
を
食
い
止
め
た
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
イ
ラ
ン
領
土
へ
の
直
接
攻
撃
を
計
画

し
た
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃
が
イ
ラ
ン

の
核
施
設
で
は
な
く
周
辺
の
空
軍
基
地
な

ど
に
限
定
。
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
と
バ
イ
デ

ン
大
統
領
の
妥
協
点
だ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
は
歴
史
的
課
題
で
、

当
事
者
や
関
係
国
が
い
つ
ま
で
政
治
的
に

レーガノミクスで後の成長を支えた

た
も
の
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

流
通
の
混
乱
を
招
き
輸
送
費
の
増
大
に
よ

る
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
レ
を
呼
び
込

み
、
先
進
各
国
は
利
上
げ
で
防
戦
。
イ
ン

フ
レ
を
適
度
に
お
さ
え
た
景
気
の
ソ
フ
ト

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
の
ぞ
め
、物
価
と
賃
金
、

株
価
の
上
昇
を
加
速
さ
せ
る
た
め
利
下
げ

も
視
野
に
織
り
込
み
は
じ
め
た
。
そ
の
矢

先
の
紛
争
に
よ
る
原
油
の
急
騰
だ
っ
た
。

最
も
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

紛
争
を
き
っ
か
け
に
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
陥
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

１
９
７
９
年
１
月
に
イ
ラ
ン
革
命
が
起

き
、
イ
ラ
ン
で
石
油
生
産
が
中
断
し
、
第


